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状 況 下校時間帯の交通量が多く、児童もあふれるため危険。

対 策 1.通学ルートの変更

状 況 信号点灯時間が短く、児童があふれるため危険。

対 策 1.信号点灯時間の調節

状 況 学校近くで児童が多く、道路に児童があふれるため危険。

対 策 1.交通規制の設定

状 況 園児送迎車両の駐車が多く、見通しが悪いため危険。

対 策 1.看板の設置 2.保育園へ駐車指導

状 況 歩車道の区別がないため危険。

対 策 1.路側帯の設置　※道路幅員狭いため不可  看板の設置

状 況 児童が横断歩道の無い所を横断しており危険。

対 策
1.横断歩道の設置（※対策箇所：府道交野久御山線）
2.通学ルートの変更

状 況 交通量が多いため危険。

対 策 1.看板の設置

状 況 コンビニの駐車場出入口があり危険。

対 策 コンビニで対策済 ※新たな対策はできない。

状 況 園児送迎車両の駐車が多く、見通しが悪いため危険。

対 策 1.看板の設置 2.保育園へ駐車指導

状 況 交通量が多いため危険。

対 策 1.横断歩道の引き直し 2.右折矢印信号機の設置

状 況 抜け道として利用する車両の速度が速いため危険。

対 策 1.横断歩道の設置
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八幡市内通学路対策箇所図（美濃山小学校校区）
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